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最終講義 

予防医学における栄養と毒 
                      荒川 泰昭 

 
                    ｛ ｝内は恩師・関連者・協力者 
１．東京大学薬学部時代 
  薬品分析化学教室 
        ｛石館守三、田村善蔵、南原利夫、中島暉己、谷村恿徳、今成登志男｝ 

１）臨床分析化学 
◯ 日本で最初にオートアナライザーを臨床検査に応用（血糖定量法の 

開発）｛百瀬 勉｝ 
◯ ガスクロマトグラフィーによる糖類の分析法の開発 

▼ 日本臨床化学会（医化学シンポジウム）設立に参加 
｛田村善蔵、山村雄一（阪大医）、吉川春寿（東大医）｝ 

     ◯ 日本臨床病理学会、日本薬学会、日本分析化学会 
     ◯ 東京大学医学部付属病院臨床検査部｛茂手木｝ 
     ◯ 三菱油化 BCL、三菱化学 BCL の立ち上げに協力 

２）生体内糖類の分析法の開発 
◯ 単糖（中性糖、アミノ糖、酸性糖、シアル酸）、オリゴ糖、ムコ多糖の

超微量（ナノグラム）分析法の開発｛今成登志男｝ 
◯ 糖タンパク質ならびにムコ多糖類の構成糖の分析法の開発 

｛大沢利昭、松本勲武（東大薬）、江上不二夫、福田 譲（東大理）、

山川民夫、飯田、背山洋右（東大医）、加藤敬太郎、姫野勝（九大薬）、

木幡 陽（東大医）、山科郁夫（京大薬）、八木国夫（名大医）｝ 
◯ トリフルオロ酢酸による加水分解法の開発 

３）血液型物質の分離・精製と構造解析 
◯ A,B,O 型物質の分離・精製と糖鎖解明  

（薬学博士論文・東京大学） 
｛田村善蔵（分析）、水野伝一（微生物）、大沢利昭（薬作）、早津彦哉 
（衛生）｝ 

◯ 警視庁科学捜査研究所 協力｛大熊、山本（警視庁）｝ 
４）特異的がん抗原の検索 

◯ がん特異抗原フコース多含の糖タンパク発見｛尾形悦郎（東大医）｝ 
５）薬品公害 
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  ◯ キノホルムによるスモン病 
舌苔ならびに尿中の緑色色素（キノホルム－鉄錯体）の抽出 

｛田村善蔵、吉岡正則、井形昭弘（東大医）｝ 
２．東京大学医学部時代 
  衛生学教室 
        ｛豊川行平、山本俊一、和田 攻、大井 玄、稲葉 裕｝ 

１）疫学調査 
   ◯ 山梨県における肝がん肝硬変発生要因の解明に関する研究 

         －日本住血吸虫症－ 

｛山本俊一、丸地信弘、大井 玄、稲葉 裕｝ 
     ◯ 医学統計懇談会（のちの東大医付属病院中央医療情報部、大学病院 

医療情報ネットワーク（UMIN）センター）        

｛山本俊一、稲葉 裕、豊川裕之、開原成允｝ 
２）食品公害 

◯ 台湾における PCB 中毒（油症）事件・研究協力、招待講演 
（台湾政府委託）｛許 書刀、張 耀雄｝ 

  ３）大気汚染 
     ◯ NOｘ排気ガス規制（政府諮問委員）（福田赳夫総理、通産省委託） 
         ｛和田 攻、小野 哲、長橋 捷｝ 
  ４）食品衛生 
     ◯ プラスチック製食器・食品包装材等の安全性（東京都委託） 

◯ プラスチック添加剤の安全性に関する研究（東京都委託） 
      （安定剤、可塑剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、硬化剤） 

          ｛美濃部亮吉都知事、石館守三（日本薬剤師協会長）、 

山本俊一、大井 玄｝ 

     ◯ プラスチック製食器・食品包装材等における有機スズの毒性に関する

研究（WHO 食品安全委員会） 

  ５）海洋汚染 

     ◯ 有機スズによる海洋汚染・研究協力・招聘（米国海軍研究所、米国 

商務省標準局 NBS、ロックフェラー大学ほか）｛Brinkmann 他｝ 
（国際海洋会議ほか、各種国際会議招待講演、研究協力） 

  ６）有機スズの研究 

     ◯ Pauling の電気陰性度（1.8～2.0：Si、Ge、Sn、Pb 、Sb、Bi、Hg、
As）などを利用し、自然界残存性、産業界頻用性、食物連鎖などの観

点から将来有意の研究対象として有機スズを選出し、有機スズの生体

影響の研究を開始 
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     ◯ 分析法の開発（ガスクロ、高速液クロ、蛍光） 

     ◯ 有機スズ特異的蛍光試薬（蛍光プローブ）の発明 

     ◯ 代謝・体内分布・排泄 

     ◯ 生体内脱アルキル化を証明 

     ◯ 毒性（一般毒性、免疫毒性、脳神経毒性、内分泌毒性） 

     ◯ T 細胞性免疫不全と胸腺萎縮のメカニズムの解析 

     ◯ リンパ球活性化（トランスホーメーション）の阻害機序ならびに細胞

増殖抑制機構の解析 

         ▼ 日本毒科学会（のちの日本トキシコロジー学会）設立に参画 

                 ｛和田 攻、黒岩幸雄（昭和大薬）、遠藤 仁（薬理）｝ 

  ７）金属薬剤の開発 

     ◯ 有機スズの抗がん作用発見、有機スズ制癌剤の開発 

        in vivo、in vitro の二段階がんスクリーニング試験 

        各種悪性細胞における増殖抑制試験 

アメリカ国立がん研究所（NCI）によるスクリーニング、 
｛B. Rosenberg, VL. Narayanan 他｝ 

     ◯ 有機スズの抗炎症作用発見 

     ◯ Tin and Malignant Cell Growth （CRC Press） 
Chapter 9. Suppression of cell proliferation by certain organotin 
compounds        （医学博士論文・東京大学） 
｛江橋節郎（薬理）、多田富雄（免疫）、和田 攻（衛生）、大沢仲昭

（内科）、野々村禎昭（薬理）、荒記 俊一（公衆衛生）、黒木登志男

（医科研）｝ 
８）各種国際シンポ、国際会議の開催、運営、招待講演 

世界海洋会議や金属と悪性細胞増殖、有機金属、生物無機化学など有機

スズ研究に関連した各種国際シンポ、国際会議の開催、運営、招待講演 

  ９）生体機能による毒性評価とその学問体系の構築 

     ◯ 免疫毒性学 

      「環境化学物質の免疫毒性学的研究」科研費 A 受託 

             ▼ 日本免疫毒性研究会設立の発端となる 

     ◯ 脳神経毒性学 

     ◯ 内分泌毒性学 

       有機スズによる海洋汚染 

       海棲生物の生殖異常、生態系の乱れ ｛堀口敏宏（東大農）｝ 

             ▼ 日本内分泌撹乱物質学会（環境ホルモン学会）設立の発端 
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３．アメリカ合衆国ユタ大学医学部時代 
  麻酔科学部門 

細胞膜における情報伝達系を膜物性学的に研究するために麻酔科学部門へ 
  １）膜情報伝達系の膜物性学的研究 
    膜情報伝達系への膜物性学的アプローチ 

２）局所麻酔のメカニズムの解析 
  ３）膜介在（あるいは膜付着）酵素の活性化と膜物性作用関連物質 
     ｛Henry Eyring（絶対反応速度論提唱、量子化学、分子動力学、 

アメリカ化学会理事長、アメリカ科学振興協会理事長）門下｝ 
 
４．静岡県立大学時代 
     ｛内薗耕二、星  猛、広部雅昭｝ 

公衆衛生学研究室、生体衛生学研究室 
１）将来構想学長諮問委員会設置 
   教育体制の改革、大学の開放、大学の組織、大学の国際化、大学院の創設 
    ｛大坪 檀、東野武郎、木苗直秀、金 両基、富沢寿勇、北大路信郷、

立田洋司、沼田俊昭、鈴木静夫、鈴木晨夫（事務局長）｝ 
  ２）生体機能による毒性評価とその学問体系の構築 

     ◯ 免疫毒性学 

       ▼ 日本免疫毒性研究会設立、日本免疫毒性学会設立 

         ｛佐野晴洋（京大医）、名倉 宏（東北大医）、大沢基保（帝京大

薬）、森本兼曩（阪大医）、牧 栄二（ヤンセン）、澤田純一（国

立医薬食衛生研）、高橋道人（昭和大医）、吉田武美（昭和大薬）、

香山不二雄（自治医大）｝ 

     ◯ 脳神経毒性学 

     ◯ 内分泌毒性学 

       ▼ 日本内分泌撹乱物質学会（環境ホルモン学会）設立 

        ｛鈴木継美、大井 玄、森田昌敏（国立環境研）、松島綱治 

（東大医）｝ 

  ３）生体機能による栄養評価とその学問体系の構築 

     ◯ 免疫栄養学 

     ◯ 脳神経栄養学 

     ◯ 内分泌栄養学 

      ▼ 日本微量栄養素研究会 

         ｛山口賢次（国立栄養研）、糸川嘉則（京大医）、川島良治（京大

農）、左右田健次（京大化研）、島薗順雄（東大医）、早石 修（京
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大医）、田中 久（京大薬）、木村修一（東北大農）、岡田 正（阪

大医）大村 裕（九大医）、井村伸正（北里大薬）、中川平介（広

島大生物生産）、和田 攻（埼玉医大）、安本教傳（京大食科研）、

小石秀夫（大阪市大）、三崎 旭（大阪市大）、田中英彦（岡山大

農）、日本クリニック（株）｝ 

▼ 日本微量栄養素学会設立 

｛矢野秀雄（京大農）、江崎信芳（京大化研）、吉田宗弘（関西大）、

鈴木鐡也（北大農）、吉野昌孝（愛知医大）、渡邊敏明（兵庫県大）、

川村幸雄（近畿大）、日本クリニック（株）｝ 

  ４）生体機能における微量元素の栄養・薬効ならびに毒性（病的老化）とその 

発現機構の機序解析 

 １）免疫系（増殖、分化・成熟、細胞死、癌免疫） 

 ２）脳神経系（記憶・学習、嗅覚） 

 ３）内分泌系（生殖） 

◯ 亜鉛の栄養学的研究 
  亜鉛欠乏による免疫不全、記憶・学習障害、嗅覚障害、生殖障害と 

その発症機序解明 

◯ 有機スズの毒性学的ならびに創薬的研究 

   ◉ 有機スズ暴露による免疫不全、記憶・学習障害、嗅覚障害、生殖 

       障害とその発症機序解明 

◉ 有機スズ制がん剤の開発 

     ◯ 細胞死（アポトーシス、ネクローシス）誘導メカニズムの解明 

 ５）呼気中成分分析による病態解析 

  ６）学会運営 

❑ 日本微量元素学会（理事長、会長）（本部事務局） 

｛富田 寛（日大医）、野見山一生（自治医大）、岡田 正（阪大医） 

木村修一（東北大農）、左右田健次（京大化研）、田中 久（京大薬）、

和田 攻（東大医）、糸川嘉則（京大医）、荒川泰行（日大医）、 
高木洋治（阪大医）、丸茂文昭（東京医歯大医）、原口紘炁（名大工）、

青木継稔（東邦大医）、鈴木和夫（千葉大薬）、桜井 弘（京都薬大）｝ 
❑ 日本免疫毒性学会（理事、会長） 

         ｛佐野晴洋（京大医）、名倉 宏（東北大医）、大沢基保（帝京大薬）

森本兼曩（阪大医）、牧 栄二（食農医薬安評センター）、澤田純一

（国立医薬食衛生研）｝ 
❑ 日本微量栄養素学会（会頭、理事） 

        ｛川島良治（京大農）、左右田健次（京大化研）、糸川嘉則（京大医）、
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早石 修（京大医）、田中 久（京大薬）、大村 裕（九大医）、 
木村修一（東北大農）、井村伸正（北里大薬）、岡田 正（阪大医）、

桜井 弘（京都薬大）｝ 
❑ 日本薬学会（会長、常任世話人、幹事） 

          ｛山根靖弘（千葉大薬）、田中 久（京大薬）、松島美一（共立薬大）、 
宮崎元一（金沢大薬）、木村栄一（広島大薬）、山内 脩（名大工）、 
桜井 弘（京都薬大）、鈴木和夫（千葉大薬）、佐治英郎（京大薬）、 
長野哲雄（東大薬）、塩谷光彦（東大理）、桐野 豊（東大薬）、 
井上圭三（東大薬）｝ 

  ７）微量元素の生体内撹乱にみる保健機能食品の安全性と有効性 
     ◯ 今後の問題点―課題提起― 

量（欠乏、過剰、感受性）、蓄積、相互作用 

推奨量（RDA）、許容限界量（RfD）設定の正確化 

８）微量元素の栄養・毒性の総合評価ならびに策定 
❑ 微量元素の栄養ならびに毒性評価委員会設立（日本微量元素学会） 

９）サプリメントと健康 

      ❑ 日本健康・栄養食品協会 学術専門委員 

         ｛細谷憲政（日本健康・栄食協会）、林 裕造（日本健康・栄食協 

会）、渡邊 昌（国立健康・栄養研）、平山 雄（国立がんセンター）、 

小林修平（人間総合科学大）｝ 

 

 

略   歴 

 

［学位］ 

医学博士（東京大学）、薬学博士（東京大学） 

 

［主な経歴］ 

東京大学大学院薬学系研究科・修士・博士課程修了 

東京大学医学部助手（衛生学）、東京大学医学部講師（併任）（付属看護学校、衛生

学）、文部省長期在外研究員（新設・乙種：第１号）米国長期出張、米国ユタ大学医

学部客員教授 を経て現職。 

その間、群馬大学医学部講師（併任）（衛生学）、日本大学医学部講師（兼任）（衛

生学）、千葉大学大学院薬学系研究科講師（非常勤）（薬品分析化学）、英国オック

スフォード大学客員、サセックス大学客員を兼務。 
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［所属学会］ 

日本微量元素学会（理事長、会長） 

日本免疫毒性学会（理事、会長） 

日本微量栄養素学会（会頭、理事） 

日本薬学会（会長、常任世話人、幹事） 

日本衛生学会（評議員） 

日本内分泌撹乱化学物質学会（環境ホルモン学会、発起人、評議員） 

日本公衆衛生学会（評議員） 

国際微量元素医学会（ISTERH）、有機金属と配位化学、生物活性に関する国際会議、 

その他、国際会議、国際シンポジウムの議長、幹事、委員、学会誌編集委員を兼務。 

 

［社会地域活動］ 

厚生労働省、（財）日本健康・栄養食品協会、学術専門委員 ほか。 

 

［主な著書］ 

(1) Tin and Malignant Cell Growth (CRC Press, Boca Raton, Florida, USA) (1988) 
(2) Chemistry and Technology of Silicon and Tin (Oxford University Press , Oxford, 

UK) (1992) 
(3) Metal Ions in Biological Systems, Vol.29 (Marcel Dekker Inc., New York, USA) 

(1993) 
(4) Main Group Elements and Their Compounds (Narosa Publishing House, New 

Dehli, India) (1996) 
(5) Chemistry of Tin (Blackie Academic & Professional, Chapman & Hall, Glasgow, 

UK) (1998) 
(6) Metallotherapeutics.(John Wiley & Sons, Ltd, West Sussex, UK) (2003) 
 など、微量元素と健康影響に関する著書多数。 

 

［主な表彰］ 

厚生労働大臣功労賞 
日本微量元素学会功労賞 
全国栄養士養成施設協会会長賞 
International Distinguished Leadership Award for Contributions to Hygiene and Preventive 
Medicine 
医学研究奨励賞（東京医学会創立１５周年記念） 
東海学術奨励賞（中日新聞社）、ほか。 
 
［特許］ 「油の劣化抑制方法および抑制剤」（特開平 9-217082）ほか。 
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環境ホルモンによる脳破壊 －有機スズとアルツハイマー病－ 

「脳を知りたい！」野村 進（新潮社） 
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ススズズとと悪悪性性細細胞胞増増殖殖  TTiinn  aanndd  MMaalliiggnnaanntt  CCeellll  GGrroowwtthh  
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CChheemmiissttrryy  aanndd  TTeecchhnnoollooggyy  ooff  SSiilliiccoonn  aanndd  TTiinn  

 

 
MMaaiinn  GGrroouupp  EElleemmeennttss  aanndd  tthheeiirr  CCoommppoouunnddss 
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MMeettaall  IIoonnss  iinn  BBiioollooggiiccaall  SSyysstteemmss  

 

 
CChheemmiissttrryy  ooff  TTiinn 
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有有機機ススズズのの細細胞胞増増殖殖抑抑制制作作用用  

 

 
金金属属制制癌癌剤剤のの開開発発    MMeettaall--BBaasseedd  AAnnttii--TTuummoouurr  DDrruuggss 
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免疫毒性 Immunotoxicology 

 

 
食中毒予防必携 
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食品汚染性有害物事典 

 

 
内内薗薗耕耕二二学学長長とと「「傑傑出出老老人人のの脳脳機機能能」」のの研研究究（（静静岡岡新新聞聞社社）） 
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環環境境ホホルルモモンンととししててのの有有機機ススズズととアアルルツツハハイイママーー病病ととのの因因果果関関係係  

脳脳をを知知りりたたいい！！（（新新潮潮社社））  

 
学学会会主主催催（（日日本本微微量量元元素素学学会会、、日日本本免免疫疫毒毒性性学学会会、、日日本本薬薬学学会会シシンンポポ）） 
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ププララススチチッックク添添加加剤剤のの安安全全性性にに関関すするる研研究究（（東東京京都都依依頼頼研研究究））  

 

 
有有機機ススズズににみみるる環環境境ホホルルモモンンのの現現状状（（特特集集）） 
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大講義室にて最終講義 

 

 
 

最後の卒論の学生たちと 


